
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

部落問題、女性問題、障がい者問題、高齢

者問題、外国人問題、ハンセン病問題、子ど

もの人権の問題など様々な「人権」に関わっ

ている 28 人の、日頃の活動の様子や思いをつ

づったエッセイ集。 

人それぞれ、さまざまな角度からのアプロ

ーチで、人権問題をわかりやすく紹介。 

家庭や地域、職場、学校、など身近な人権

問題への「気づき」のきっかけに。 

「私が生きていて、何の意味がある？ 私に

どう生きていけというの？」小学５年生の女

の子が、私に突きつけてきた言葉です。 
３歳の時に両親が離婚して以来、母親とは会

っていません。父親に虐待され、今は施設で

生活しています。学校でいじめられ、自分の

「居場所」がないと感じている彼女は、「今す

ぐ 3 階のこの教室から飛び降りてもいいと思

う」と言うのです・・・ 
P.34 どんな人にも必ず「存在する意味」がある 

（療養所に）入所から 10 年後、わたしは医師

から完治を告げられました。社会復帰しても

良いと言われました。しかし学歴社会におい

て、学歴も社会経験も特技もない自分がいき

なり社会へ出ても何ができるでしょうか。家

族に相談しても「おまえのいいようにしろ」

と言うだけで、積極的に勧める空気はありま

せんでした。 
とはいえまだ 20 代でしたから・・・ 

P.94 ハンセン病療養所と社会を隔てる「壁」を 

取り払うために 

編集・発行 (財)大阪府人権協会 

発 売 元 (株)解放出版社 

Ａ５判 109 ページ（総ルビ付き） 

定   価 1,000 円＋税 

ISBN978-4-7592-6716-7 C0036 

（ドイツ・ニュルンベルクの）街には「人権

通り」があります。通りに建つ 29 本の円柱に

はそれぞれ世界人権宣言が、ドイツ語と世界

各国の言語で刻まれています。 
市民は散歩をしながら「世界人権宣言」を学

ぶことができるのです。これこそがまさに生

きた人権教育だといえるのではないでしょう

か・・・ 
P.22 「人権教育」を生きたものにするために 

いずみ識字学級に通うようになって、8 年目に

なります。 
それまで私は「ローマ字」は知らなかったの

です。電化製品の説明書が読めない。駅名、

道路標識が読めない、「ローマ字が読めたらす

ぐ読めるようになる」という話しを聞い

て・・・ 

P.70 識字との出会いで変わった、わたしの人生 

お問い合わせ 

(財)大阪府人権協会 
http://www.jinken-osaka.jp 
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